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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 番 

安森盛雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.台風 24・ 

25 号の被

害状況は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.横断歩道

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 被害状況について11月 1日の全員協議会で説

明はあったが、その後の変化はあったか。 

(2) 護岸沿いで台風被害にあわれた町民に一時見

舞金を検討できるか。県外には見舞金を送って

いるが町民には。 

(3) 台風が去り、停電時の信号のつかない町内で

交差点などの危険性をいつも感じるが、そのこ

とについて行政の課題は。 

(4) 10月 31日に北区内のアパートで8時 30分頃、

焦げ臭いとの報告があり一時騒然となった。結

果はガスでもなく電線からの逆流であった。被

害にあった家電については、すべて沖縄電力が

持つことになったが、その課題について町当局

の見解は。 

(5) 今回の台風で難聴者にとっては、浸水すら知

らずに家の中にいて気づかなかった。今後のデ

ジタル化にするにも障がい者にも分かり易いも

のにしてほしいが、当局の見解は。 

 

(1) 以前にも質問をしたが、その時、当局は十分

に渡れるという答弁であった。しかし、国道 58

号の横断歩道が渡れないという各種補助団体と

障がい者の声を聞いた。「渡るのが怖い」という

悲痛な声を聞いて町当局に伺う。 

①横断歩道の青信号の時間をもう少し伸ばすこ

とができないか。モラルの問題だと思うが、

歩行者の青信号の時に左折車も青信号である

ため歩行者が走らなければならない場面を多

く見る。または、高齢者・障がい者が渡り切

れない場面もたびたび見るが、当局の見解は。 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 番 

安森盛雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番 

仲村渠兼栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.猫の去勢

手術費補助

を 

 

 

4.公共施設

への新たな

名称看板設

置を 

 

 

 

 

1.災害ボラ

ンティア創

設と受援体

制について 

 

 

 

2.ICT を活

用した防災

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.備蓄倉庫

の管理体制

について 

(1) 町外の去勢費補助を実施している自治体は。 

(2) 町内には野良猫を引き取り、個人で去勢手術

を行っているが、町としても補助が検討できな

いか。 

 

(1) 平成 30年 3月定例会において4番議員から町

内の学校施設・公共施設への施設名称看板設置

の提案がなされたが、その後は。 

(2) 町内に新たな公共施設名称看板設置をしてい

る施設は何か所か。 

(3) 今後、公共施設への設置をどのように考える

か当局の見解は。 

 

(1) 災害ボランティア創設の予定は。 

(2) 西浜区の防波堤周辺住民に対して避難訓練の

予定は。 

(3) 災害ボランティア受援体制について町の方針

は。 

(4) 上記の 3件を一括交付金の活用予定は。 

 

(1) ICTを活用した防災会議室の設置を。 

①会議室へ大型マルチモニターの設置の予定

は。 

②会議室へ町全域の地図専用モニター設置の予

定は。 

③災害対象地域へソーラー給電のセンサーシス

テム(無線機能付きデータロガー)の設置。 

④災害対象地域へソーラー給電の監視カメラ

(無線機能付きデータロガー)の設置。 

⑤デジタル化の進捗状況は。 

⑥①から④までについて、一括交付金の活用予

定は。 

 

(1) 備蓄倉庫にある品目と対象期限は。 

(2) 台風 24 号における備蓄倉庫の利用状況は。 

(3) 備蓄倉庫の今後の課題は。 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番 

仲村渠兼栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.(仮称)第

2 行政セン

ター建設に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.野國總管

宮公園整備

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防衛施設周辺整備協会から沖縄防衛局の間の国

道 58 号沿いの町駐車場に、（仮称）第 2 行政セン

ターを建設して、１階部分は嘉手納郵便局、水道

課事務所、各種団体事務所を配置して、2階部分は

150 人～200 人収容のホール・会議室を配置し、セ

ンター建築により減少した駐車場については、地

下駐車場及び立体駐車場を建設する計画につい

て、町の方針を伺う。 

(1) 嘉手納郵便局を当建設予定地へ誘致できない

か。 

(2) 郵便局誘致におけるメリット・デメリットは。 

(3) 水道課事務所の移動は可能か。 

(4) 水道課が本庁以外にある周辺市町村の状況

は。 

(5) 事務所を設置している各種団体の状況は。 

(6) 上記の事務所で事務員が勤務している団体

は。 

(7) 100人～200 人規模収容ホールの必要性は。 

(8) 駐車場について問う。 

①国道側から町駐車場への出入口の設置は。 

②地下駐車場のメリット・デメリットは。 

(9) 上記(1)(3)(7)(8)を一括交付金を活用して建

設する予定は。 

 

嘉手納町主催の平和祈願祭、農林健児之塔慰霊

祭の会場である野國總管宮公園について。 

(1) 同公園の階段の手すりの状況と予定は。 

(2) 祈願祭・慰霊祭等の雨天時の対策と課題は。 

(3) 慰霊祭に旧字から供花がある。風対策ができ

ないか。 

(4) 同公園から比謝川遊歩道へ降りる階段の改修

工事の進捗状況は。(過去に一般質問あり) 

(5) 臨時車両(高齢者)等の乗り入れができる外周

道路の予定は。 

(6) 住民(障がい者も含めた)等へ公園利用のワー

クショップ開催の予定は。 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 番 

照屋唯和男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.防災無線

の現状、効

果の確認を 

 

 

 

 

2.町内公共

整備事業に

支障ある所

有者不明墓

地について

現状と今後

の取り組み

対策を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.民俗資料

館及び青少

年センター

等の事業計

画進捗状況

を聞く 

(1)先の台風 24 号の際、防災無線からの情報が緊

急時や災害発生時に効果を発揮できているか現

段階でどう考えているか。 

(2)水釜第2団地や海岸線周辺での状況から緊急時

の際の情報を提供していたか。また、しっかり

伝わっていたか調査検証必要では。 

 

屋良城跡公園、比謝川沿い等の施設計画の進捗状

況及び公園整備に支障となる墓の状況は、どのよ

うな取り組みがされていくか。 

(1) 2016 年、1155 万円かけ墓の使用実態調査がさ

れたと。屋良城跡には 116 基の墓があり、その

内 9割、107 基が所有者不明の墓で放置された無

縁墓で間違いないか。また所有者不明の墓 107

基の内、遺骨のある墓が 30基で、残りは空き墓

なのか。文化財的墳墓は何基あるか。 

(2) 所有者不明墓のある土地、その墓の敷地の所

有権状況は。個人所有地もあるか。 

(3) 昨年 4 月、官報に掲載。墓前に立看板を建て

改葬する法的手続きは整ったと。あと問題とな

ることは何があるのか。今後の処理の仕方とし

て弁護士等法的専門者への相談はされたか。 

(4)崖の安全対策にも影響が出ていると町が対応

する部分か。 

(5) 第 5 次町総合計画基礎調査報告 1 回目、屋良

城跡公園が怖いということからの環境整備、比

謝川遊歩道の整備活用、墓地の集約等、プロポ

ーザル方式による事業計画で進められているの

か。 

 

旧公民館敷地に計画されている民俗資料館の進

捗状況は。また青少年センターの計画は嘉手納町

民俗資料館等基本構想策定後の取り組みについ

て。 

 

 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 番 

古謝友義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．水釜・大

木線の植栽

（アカギ）

を撤去せよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．農家の支

援策を強化

せよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．漁業関係

者への支援

体制を強化

せよ 

今年 9月の台風 24号は嘉手納町内の護岸、堤防

等が決壊し、高潮により住民居住地までも多大な

被害をもたらした。また町が植えた街路樹も倒れ

たり、枝が折れたりで相当の被害が出ている。そ

こで以下を問う。 

(1) 水釜・大木線の植栽（アカギ）の被害状況は

確認しているか。 

(2) 台風が去った後の散乱した枝等は誰が片付け

たか。 

(3) 水釜・大木線の道路側に居住している方々は、

高齢者が多く、彼らが道路及び歩道の枝等を片

付けているが、町としてどう思うか。 

(4) 一人では持てないぐらいの大きな枝も相当数

あり、人的被害がなかったのは幸いだったと思

うが、今後の対策は考えているか。 

(5) 植栽（アカギ）は年、何回剪定しているか。 

(6) これまでも何回となく要望してきたが、植栽

（アカギ）を植え替えない理由は何か。 

(7) 台風は今後も限りなくやって来る。早めの植

え替えを望むが見解を伺いたい。 

 

町も推進している「地産地消」農家の皆さんも

一生懸命に取り組んでいる。しかしながら高齢化

が進み世代交代も順調ではない。そこで以下を問

う。 

(1) いも洗い機(いも、大根、人参等)の導入はで

きないか。 

(2) トラクター装着用草刈機の導入はできない

か。 

(3)平山団地の農業用水タンクにフィルターの取

り付けを。 

 

嘉手納町のカヤック事業は本土からの修学旅行

等で年間 1 万人に迫っている。町の観光産業の一

役を担っている。そこで以下を問う。 

(1) レンタカーやバス等が相当数漁港内に出入り

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

4 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 番 

古謝友義 

 

 

 

 

 

 

4 番 

宇榮原京一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.漁業関係

者への支援

体制を強化

せよ 

 

 

 

 

1．災害時避

難行動要支

援者の対応

は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．草木のリ

サイクル事

業の現状は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している。別途駐車場の確保はできないか。 

(2) トイレ、シャワー等が絶対数足りない。増設

はできないか。 

(3) 現在取り付けられている防犯カメラは死角が

あり、増設はできないか。 

(4) 防犯及び安全のため門扉を閉めたいが、不具

合があり取り替えはできないか。 

 

大規模災害時における対応について、これまで

議会でも多く質問が行われてきた。今回は災害弱

者とも呼ばれる災害時に支援が必要となる人に対

する行政の対応と地域が行う役割について伺う。 

(1) 災害時避難行動要支援者とは。また町の想定

している人数は。 

(2) これまでに避難行動要支援者対策として、ど

のようなことを行ったか。 

(3) 災害時支援者（民生委員、地域住民等）との

連携は。 

(4) 災害発生時に自力避難が困難な方の「個別支

援計画」の策定は。 

(5) 今後の課題は。 

 

本町で排出されている草木を回収、チップ化し

再資源化する事業を行っているが、現在の状況と

今後の取り組みについていくつか伺いたい。 

(1) 事業の目的は。 

(2) 現在、使用の備品機械の種類と維持管理は。 

(3) 草木の搬入量と堆肥の搬出量は。（25年度～29

年度） 

(4) 草木を再資源化することで、その分の処理費

用はどのくらい軽減されたのか。(25 年度～29

年度)また他の成果としては。 

(5) 現在、独自の処理能力で堆肥の再資源化が行

われているのか。 

(6) 今後の取り組みとして、市場への商品化は。 

  

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 番 

宇榮原京一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 番 

當山  均  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．各種団体

と議会との

懇談会を受

けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．嘉手納基

地被害の聞

き取り調査

の再実施を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務財政常任委員会において、各種団体との懇

談会を 11月 5日に嘉手納町交通安全母の会と、ま

た11月 7日には嘉手納町更生保護女性会との懇談

会を開催した。意見交換の中から要望があったい

くつかを伺いたい。 

(1) 嘉手納町交通安全母の会は、「交通安全は家庭

から」をモットーに活動を行っている。最近で

は生活環境の変化により、新会員の加入が進ま

ない悩みがある。行政が中心となり各種団体の

連携を図るための交流会かボランティアの集い

が行えないか伺いたい。 

(2) 嘉手納町更生保護女性会は地域の犯罪・非行

等の未然防止の為の啓発活動や青少年の健全育

成、罪を犯した人や非行に陥った少年の立ち直

りに協力する活動を行っている。現在、活動費

が足りず苦慮しており、補助金の増額ができな

いか。またボランティアの登録制度と学校と地

域をつなぐコーディネーターの強化について見

解を伺いたい。 

 

嘉手納基地の駐機場が住民居住地に近いことか

ら、同基地から発生する航空機騒音及び航空機の

エンジン調整の際に排出される排気ガスは、町民

の日常生活に多大な影響を及ぼしており、町民か

ら「気分が悪い。頭が痛い。頭が重い。息苦しい」

など、排気ガスの悪臭に起因すると思われる体調

不良を訴える声が上がっている。 

町は、このような状況を踏まえ悪臭の発生源が

E-3 早期警戒管制機の排気ガスである可能性が極

めて高いことを明らかにし、防衛省・県に対して

有効な対策を早急に講じるよう要請した取り組み

を大いに評価する。早急なる実現を願いつつ、次

の質問を行う。 

(1) 下記要請事項に対する米軍、防衛省及び県の

反応・手応え等は。今後、実現に向けどのよう

に取り組んでいくのか方針等を伺いたい。 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 番 

當山  均  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．嘉手納基

地被害の聞

き取り調査

の再実施を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．農水産業

の振興に向

けて、設備

の充実等を

求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①E-3 早期警戒管制機の駐機場移転など有効な

対策を早急に講じること。 

②当該排気ガスによる大気汚染の実態を把握す

るため常時監視調査等の実施。 

③健康被害や人体に及ぼす影響調査の実施。 

(2) E-3 の移転が実現すれば悪臭被害は改善され

ると思うが、住民の積もり積もった健康被害に

対する懸念は払拭されないと推測する。ついて

は県が約20年も前に実施した「航空機騒音によ

る健康への影響に関する調査」再実施の必要性

を私自身は強く抱いている。ついては調査の再

実施に向けて政府及び県に対し積極的に要請す

ることを求める。見解を伺いたい。 

(3) 住民が騒音や排気ガスによる生活被害及び健

康被害を強く危惧している実情を改めて浮き上

がらせ、早急な「健康影響調査」の再実施に向

けた世論を高めるためにも、平成 17年度に町が

実施した「嘉手納基地被害聞き取り調査」の再

実施を求める。町の見解を伺いたい。 

 

「各種団体と議会との懇談会」において、農連

協及び漁業組合から次の要望があった。農水産業

の振興に向け設備の充実等を求める。 

(1) 町農業団体連絡協議会からの要望等。 

①人参・大根・いも類など「根菜類洗浄機」の

導入。 

②トラクターに装着・取り外し可能な草刈り機

アタッチメントの導入。 

③平山生産団地のトマトハウスにおいて、数年

前から立ち枯れ病が発生し、年々広がりつつ

ある。農業改良普及センターに相談したとこ

ろ、「蔓延する前に団地全体に土壌消毒を施し

たほうが良い。土壌消毒方法は様々あるが、

土壌に直接ガスを注入する方法が効果的だ

が、その薬剤は安価ではなく農家の経済的負

担は大きい」とのアドバイスをいただいた。

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 番 

當山  均  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.農水産業

の振興に向

けて、設備

の充実等を

求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.上原康助

氏の功績を

讃え銅像の

建立に向け

て期成会の

立ち上げを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついては、早急に被害があった農家、平山の

生産者、JA 等と協議し、その対応策を検討し

ていただきたい。 

(2) 町漁業組合からの要望等。 

①スロープの整備。船を陸揚げするための V 字

型船台の増設。 

②漁業組合施設の門扉は重く高齢者や女性では

開閉しづらい。さらに先の台風でレールも歪

んでいることから、軽くて開閉しやすい門扉

に取り替えてほしい。 

③年々、カヤック利用者は増え、3社で年間 2万

人程度が利用しているが、特に団体の場合ト

イレが相当混むことが課題である。トイレの

増設を要望したい。 

④漁業組合向けに比謝川堰の撤去に関する説明

会を開催し、情報提供してほしい。 

 

故上原康助氏は昭和 45 年 11 月の戦後初の沖縄

国政選挙で初当選。当選したばかりの新人として

は異例の代表質問に立ち「沖縄の心」を訴え全国

民に感銘を与えた。 

平成 5 年に発足した細川連立内閣で沖縄県選出

国会議員として初めて国務大臣となる「北海道・

沖縄開発庁長官、国土庁長官」に就任するなど、

衆議院議員を10期 30 年務め、平成 12年に政治活

動に区切りを付け引退した。平成 24年 5月の復帰

40 年記念式典において、首相や駐日大使らを前に

「なぜ両政府とも沖縄県民の切実な声をもっと尊

重しないのか」と強い口調での訴えは、党派・思

想信条を超え多くの県民の共感を得たと推測す

る。 

さて、上原康助氏が平成29年 8月にご逝去され、

早や 1 年が経ったことから町内の中心地に上原康

助氏の銅像（胸像）を建立し功績を讃えることを

提案する。ついては遺族や関係者等の意向は確認

せねばならないが、「上原康助氏銅像建立期成会」

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

6 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 番 

當山  均  

 

 

 

 

 

1 番 

仲村  一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番 

志喜屋孝也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.上原康助

氏の功績を

讃え銅像の

建立に向け

て期生会の

立ち上げを 

 

1.鉄軌道を

問う 

 

 

 

 

 

2.障がい者

雇用を問う 

 

 

3.比謝川遊

歩道を問う 

 

 

1.新町第 2

駐車場を問

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の立ち上げに向けて、當山町長に尽力していただ

きたい。町長の見解を伺いたい。 

 

 

 

 

 

ステップ 5 を終え鉄軌道の骨格ができてきてい

る。現在のルートはうるま市、恩納村ルートが有

力視されていると思うが、町当局の見解を伺う。 

(1) 現在の進捗状況は。 

(2) 北谷町、読谷村との連携は。 

(3) 今後のどのように取り組んでいくのか。 

 

今年、各省庁で障がい者の雇用で数字をごまか

すニュースが報道された。本町の雇用の実態を伺

う。 

 

現在、比謝川大橋から屋良城跡公園まで遊歩道

がある。町民の多くの方から道の駅まで延長でき

ないかとの声が聴かれる。今後の方針を伺う。 

 

新町第 2 駐車場では時間的な場合もあるが、満

車で 3、4台が駐車場入口で空きを待つ車両がしば

しば見うけられる。また車道にはみ出している車

もあり危険に思われる。その原因の一つに精算機

設置のため車 5 台の駐車スペースがなくなってい

ることが考えられる。その点も含めて質問する。 

(1) 現在の駐車スペースは何台か。 

(2) 新町 2 号館側にシャッターが閉まり車止めが

設置され駐車禁止になっている所があるが駐車

2台分のスペースとして活用できないか。 

(3) 入口側のゲートポールを入ると緩やかな下り

の左側、有効活用のため車道スペースに軽自動

車用に 2 台確保できないか。また車道の幅員で

は可能かどうか伺う。 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番 

志喜屋孝也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.新町第 2

駐車場を問

う 

 

 

2.商工会と

の懇談会で

の提案事項

の中から町

の活性化及

び防災対策

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.老朽化し

た建物の壁

面 ひ び 割

れ、崩落防

止への注意

喚起を 

 

 

 

 

4.かでなま

ちゼミの内

容と成果は 

 

 

(4) 鉄骨による立体型の 2 階あるいは 3 階建ての

駐車場にして、2階もしくは 3階に地域住民、店

主、従業員用の有料の駐車場の建設はできない

か。 

 

11 月 12 日に商工会との懇談会があり、部会から

のいくつかの提案があったので質問する。 

(1) 比謝川及び水釜海岸、そして新町通りを観光

できる水陸両用車を導入予定は。 

(2) 道の駅、その他の場所に地下シェルター設置

は可能か。航空機事故などの大災害時の避難場

所にも利用できないか。 

(3) 基地内での緊急車両、救急車等の通過はでき

るのか。 

(4) 道の駅の指定管理者は道の駅のテナントにア

ドバイスなどはできるのか、例えば原料の何パ

ーセントかを町内の原料を使う商品にするルー

ル作りができないか。 

(5) 観光協会の設立は何年何月か。また観光ガイ

ドの進捗状況を伺う。 

 

老朽化した個人所有の建物でも点検を広報かで

な等に掲載して注意喚起を促していただき、また

住宅リフォーム支援事業の利用は可能か伺いた

い。 

(1) 外壁・屋上・屋根・瓦・庇等は。 

(2) 門のブロック塀・門の鉄格子・庭園などは。 

(3) 危険箇所については町民から情報があれば、

行政が直接助言などは可能か。 

(4) 広報かでなに掲載は可能か。 

 

10月 15日から11月 15日第1回かでなまちゼミ

が開催された。その内容と成果、これからの取り

組みについて伺う。 

(1) 事業者業種の内訳と総店舗数、参加者の人数

は。 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

8 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番 

志喜屋孝也 

 

3 番 

花城勝男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.高齢化社

会（2025年

問題）を問

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 店舗のリピーターの増加対策と次回の開催時

期これからの取り組みを伺う。 

 

団塊の世代が 75 歳を迎える 2025 年に向けて、

各市町村が準備を進めているが、全国的には 2018

年から75歳以上の人口が65歳から 74歳までの人

口を上回る予想だ。75 歳以上の高齢者の絶対数が

増えるということは、それだけ介護予防サービス、

施設サービス、居宅サービス、医療サービスを増

やす必要があるが、今回は主に施設サービスにつ

いて伺う。 

(1) 嘉手納町の高齢化統計を伺う。 

①2018 年の 65 歳以上の高齢化率と人数。その内

の 75歳以上の高齢化率と人数を伺う。 

②2025 年（将来予想）の65歳以上の高齢化率と

人数。その内の 75歳以上の高齢化率と人数を

伺う。 

(2) 嘉手納町の老人福祉施設入居者の統計を伺

う。 

①2018 年の老人福祉施設入居者の人数は。入居

希望待機高齢者の人数は。 

②2025 年（将来予想）の老人福祉施設入居者の

人数は。入居希望待機高齢者の人数は。 

(3) 嘉手納町の高齢化と老人福祉施設の現状と課

題を伺う。 

(4) 2025 年に向けて、今後の老人福祉施設増設の

方向性と考え方を伺う。 

(5) 介護医療院と2025年介護医療院給付費519百

万円の概要を伺う。また介護医療院施設開設の

考え方は。 

(6) 11月 1日に嘉手納警察署管内の読谷村比謝で、

北区在住の78歳の高齢者が走行途中に意識を失

い、多重追突事故を起こし本人が死亡する痛ま

しい事故があった。高齢者の自動車運転免許自

主返納を伺う。 

①行政として後期高齢者の自動車運転免許証の

町長 

當山 宏 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 番 

花城勝男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.高齢化社

会（2025年

問題）を問

う 

 

 

 

 

 

2.民俗資料

館等基本構

想、計画を

問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保有数と自主返納者数を把握しているかを伺

う。 

②2019 年度福祉交通計画の中で後期高齢者交通

安全対策として、自動車運転免許証自主返納

奨励対策の実施を検討できないか。 

③後期高齢者の自動車運転免許証自主返納者に

対して、タクシーチケット 100 枚×500 円（5

万円）1回限りの返納奨励支援策を提案。 

 

平成 29 年 3 月 31 日の嘉手納町民俗資料館等基

本構想策定から 1 年 8 か月が経過したが、今後の

早急な整備事業計画の推進を望む。開館までの工

程を行政、専門家、民間団体との連携と町民参加

型で進められているが、これまでの課題点や進捗

状況を伺う。 

(1) 新民俗資料館等基本計画策定（計画、設計、

工事、開館）の進捗状況と年度毎スケジュール

を伺う。 

(2) 民俗資料館館内の膨大な公文書資料、収蔵物

品、展示物等の台帳システム導入委託の内容と

進捗状況は。 

(3) 膨大な歴史文化資料のデジタルデーターにし

て現在保存しているのか、これから保存するの

か、現状と課題は。 

(4) 民俗資料館は1973年開館から45年が経過し、

建物の老朽化が進み,安全面の問題が危惧され

ているが、取り壊し完了までの室内外の安全対

策は。 

(5) 何年度に民俗資料館を取り壊す予定なのか。 

(6) 資料室館内の膨大な公文書資料、収蔵物品、

展示物等の引越先と保管収蔵建物の保存環境を

どのように考えているか。 

(7) 民俗資料館等と青少年センターはそれぞれの

計画で、それぞれ別の場所に建設計画を進める

予定か。 

(8) 計画している民俗資料館等施設内には町の補

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 番 

花城勝男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 番 

奥間政秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.民俗資料

館等基本構

想、計画を

問う 

 

 

 

 

3.嘉手納町

の無縁墓を

問う 

 

 

 

 

1.嘉手納町

観光振興政

策の進捗状

況は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助団体を何団体入居させる予定か。 

(9) 開館に向けて歴史文化（野國總管、県立農林

学校、比謝川の歴史と文化）の観光関連や調査

研究に対する行政組織体制、専門家体制、民間

の協力体制は万全か。 

(10)2018 年 10 月に二度のワークショップを開催

しているが、ワークショップの概要を伺う。 

 

(1) 比謝川周辺及び町内の無縁墓の現状と課題

は。 

(2) 比謝川周辺の無縁墓は墓地埋葬法によって、

いつまでに、どのように改葬（墓に埋葬されて

いる遺骨を別の墓に移して供養すること）する

ことができるかを伺う。 

 

第二次嘉手納町観光振興計画の進捗状況を伺い

たい。 

(1) インバウンド(訪日外国人旅行者)に対する体

制強化のクレジットカードや免税等の設備整備

の状況は。 

(2) 多言語に対応したパンフレットやホームペー

ジの整備の状況は。 

(3) 町内での観光客へ滞在時間延長への取り組み

の現状は。 

(4) 道の駅かでなの来客数の集計方法の改善策は

どのように考えているのか。 

(5) 行政・民間との連携協力の現状は。 

(6) 観光情報発信ウェブサイトの現状と多言語対

応に対する現状は。 

(7) 嘉手納町観光協会設立に向けた具体的な進捗

状況は。 

(8) 国土交通省等の訪日外国人受入環境整備緊急

対策事業補助金の活用は検討されているのか。 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 番 

奥間政秀 

 

 

 

 

 

 

15 番 

知念  隆  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.嘉手納町

墓地整備基

本計画につ

いて 

 

 

 

 

1.各自治会

に通信カラ

オケの設置

助成とコミ

ュニティ助

成金の創設

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.福祉交通

の取り組み

状況につい

て 

 

 

 

 

(1) 嘉手納町葬斎場入口の久得牧原線の将来に向

けての交通渋滞解消の具体的な対策は。 

(2) 葬斎場の町民が望む利便性の高い施設とは、

どのように考えているのか。 

(3) 少子高齢化、近年の社会構造の変化、墓地の

継承問題等も含め、合葬式墓地の必要性につい

ての町の考えを伺いたい。 

 

平成30年度の議会と各種団体の懇談会において

自治会長会から通信カラオケ設置の助成について

総務財政常任委員会に要望が出されている。この

件については今年の 3 月議会で一般質問も出てお

り、行政としても検討中ということは承知してい

るが、今後の展望について伺う。 

(1) 現時点において、各自治会へ通信カラオケを

設置することに対する行政の見解は。 

(2) 各自治会に対し、「コミュニティ助成金」の創

設ができないか。今年の 3 月議会で 1 番議員の

一般質問に対する答弁では、自治会への経常的

な経費の助成は自治会の運営に係る費用に限定

され、カラオケの通信費は町の補助に馴染まな

いとの答弁があったが、カラオケは地域住民の

コミュニケーションを図るツールとしても最適

であり、地域のコミュニティに大きく寄与する

ものと考える。新たなコミュニティ助成金で、

通信カラオケの通信費を補填していくことも可

能ではないか。見解を伺う。 

 

交通弱者対策は本町においても重要な課題であ

る。その対策として福祉交通の取り組みが検討さ

れているが、現在の進捗状況について伺いたい。 

(1) これまで検討委員会は何回開催されたか。ど

のような提案がなされたか。委員の人数と内容

について伺う。 

(2) 交通手段を持たない高齢者や障がい者など交

通弱者の方は、一日も早い福祉交通の実施を待

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

15 番 

知念  隆  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 番 

田崎博美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

3.死亡届手

続きの窓口

ワンストッ

プ化につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.堤防の被

災メカニズ

ムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.給付型奨

学金制度の

創設を 

 

ち望んでいる。平成 31年度実施の見込みについ

て伺う。 

(3) 高齢者の外出支援について、町の考えと現在

の取り組みは。 

 

人が亡くなった時には様々な届出が必要だが、

手続きが各課にまたがり、複雑な手続きに戸惑う

方も多くいると聞いている。遺族の方にさらなる

精神的負担をかけるのは忍びないとの思いから、

今回この提案をしている。 

(1) 現在、本町における死亡届以降の手続きの流

れについて伺う。 

(2) 死亡届に関連する窓口を一本化し、町民の死

亡届手続きにおける負担の軽減ができないか。 

(3) 町のホームページに死亡届に関連した手続き

の流れが町民に分かるようなサイトの開設がで

きないか。例として大分県別府市は市のホーム

ページに「お悔やみ」という項目のサイトを開

設しており市民から好評を得ている。 

 

西浜地区に設置されている堤防は高潮、津波か

ら背後地を防衛する役割を担っており、「海岸保全

施設」と呼ばれる構造物だが、以下 4 点について

質していく。 

(1) 海岸堤防の構造上の欠陥は知見できている

か。 

(2) 高潮被害による浸水予測図（ハザードマップ）

は公表されているか。 

(3) 今般の台風24号の被害は想定外であるとの言

質について。 

(4) 生活支援対策メニューは何本あるか。 

 

沖縄県における子どもの貧困率は29.9パーセン

トで全国平均の倍以上になっており、多くの家庭

が格差と貧困で苦しい状況に置かれている。どの

子も安心して受けられる教育が保障されることが

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.給付型奨

学金制度の

創設を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.危険なブ

ロック塀の

解消は 

 

 

 

 

 

重要だ。日本の平成 28年度の国民生活基礎調査で

は、1人世帯では手取り 122万円未満、4人家族で

は手取り244 万円未満が「相対的貧困」と言われ、

地域や社会において「普通」とされる生活が享受

することができていない。2016年の貧困率は15.6

パーセントで子どもの貧困率は13.9パーセントと

なっている。これと比較し沖縄県の子どもの貧困

状況がわかる。とりわけ母子家庭等の子どもたち

の教育費は家計に大きな比重となり、高等教育を

受けさせるのに大きな困難を抱えている。高校生

を取り巻く社会や経済の状況が今後の進路や将来

の希望、日常生活等に与える影響は大きい。 

沖縄県の調査（平成28年度）では、困窮世帯の

約 5割がアルバイトをしており、内 24パーセント

がアルバイト代を通学費に充てている。（通学交通

費に月5千円以上かかると約32.3パーセントが回

答） 

教育を受ける時期に家庭の困窮、貧困のため労

働力となっている実態がある。学力は身につけて

いても家庭の貧困のため高等教育（進学）を断念

せざるをえない子どもたちもいる。本町でも貧困

で教育（進学）に困難を抱えている世帯の子ども

たちがおり、公的な教育費助成が必要だと考える。 

(1) 現行の奨学金制度の実態は。（制度内容、貸与

額、返済期限、有利子の有無等）これまでの活

用者数。 

(2) 給付型奨学金制度の創設を 

 

大阪府北部地震で学校のブロック塀が倒壊し、

女児が死亡した事故を受けて文部科学省は、全国

調査を行った。その結果、問題のあるブロック塀

がある学校は沖縄が最多の52パーセントで全国平

均の 25パーセントを上回り、極めて危険な状態に

あることが判明している。 

国は危険なブロック塀問題の解決のため、「ブロ

ック塀、冷房設備対応臨時特別交付金」をつくり、

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.危険なブ

ロック塀の

解消は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.三連協と

米軍との意

見交換の内

容を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

985 億円を含む 18 年度補正予算を決定している。

同交付金は18年度限定の補正予算であり早急の取

り組みが必要ではないか。 

町当局は、すでに実態調査を終えていると考え

るが、問題のある小中学校の問題ブロック塀は、

すでに対策を取っているのか。解消はいつ頃にな

るのか伺いたい。 

(1) 学校数。 

(2) 塀の設置状況。 

(3) 建築基準法に適合しないと考えられる塀の箇

所、延長（ｍ）。 

(4) 劣化が見られる塀と対策。 

 

三連協（嘉手納基地に関する三市町連絡協議会）

は、11 月 7 日、米軍機の爆音の現状と対策につい

て嘉手納基地第 18 航空団と意見交換を行ってい

る。三連協から騒音測定器と目視による 3 年分の

調査データや住民の苦情件数を示し、場周経路に

よる飛行ルートを順守するよう要望している。こ

の取り組みは一過性のものとせず、恒常的な協議

機関をつくり、住民の爆音被害の解消や基地の縮

小、返還なども含めた協議を行い、住民の負担軽

減を図るべきだ。以下の点について伺いたい。 

(1) 米軍側が「運用上の問題はない」と改善を約

束したが、一方で「どうしても守れない場合が

ある」としたのは何か。 

(2) 運用に関し、「パイロット同士のコミュニケー

ションを密にするなど 7 点ほど改善できる点は

ある」と応えたとするが、7点は何か。 

(3) 「グアムや日本本土の基地からの外来機を入

れない方法についても考えたい」とした内容は

何か。米本土からの外来機飛来は例外というこ

とか。 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.基地内で

の英語研修

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.當山町長

の政治姿勢

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

外務省沖縄事務所が嘉手納基地内で公立小学校

の教員を対象とした英語教授法、活動について学

ぶ研修会を企画していることが判明し、本町から

も小学校 2 校から 1 人ずつの 2 人が参加すること

がわかった。 

外務省沖縄事務所の研修プログラムによれば

「新学習指導要領に基づき、2020 年から小学校で

必修科目となる外国語活動（英語の教科化）を担

当する教諭を対象に米国防省教育局（DoDEA）が全

面協力の下、県内のアメリカンスクール（米軍基

地内）において研修の機会を提供し、科目として

の外国語活動の円滑な実施に向けた支援を行う」

としている。 

この研修プログラムに対しては、教育関係者か

ら子どもたちに平和教育を進めている立場からも

「基地内でやる必要はないんじゃないか」「住民感

情に配慮すべきではないか」との批判、疑問の声

も強い。2020 年度から導入される英語教科につい

ては、本来、文部科学省や県教育庁などの対応業

務であり、ご都合主義的に基地内でやるべきもの

ではないと考える。現場の教師からも「いろいろ

な意見があるが、基地内で研修する必要性は必ず

しもない」と厳しい声があがっている。今後、再

考すべきと考えるがどうか。対応を伺いたい。 

 

去った 9 月 30 日投開票された沖縄県知事選挙

は、オール沖縄がおす玉城デニー候補が翁長雄志

前知事の意志を受け継ぎ、見事、相手候補に約 9

万票の大差で圧勝した。だが、この激しい沖縄の

将来を決する選挙で、當山宏町長は、これまでの

「町民党的」立場からは程遠い姿勢を取り、本来、

公平、公正、中立の立場を取るべきであるのに自

民、保守系の相手陣営に組みし、総決起大会に参

加して、推薦の訴えまでも行っている。この姿勢

は知事選投票 2 日前に配布された相手陣営の「部

内資料」という名のカラー刷りのビラで明確にな

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 番 

新垣貴人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.當山町長

の政治姿勢

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.嘉手納バ

イパスにつ

いて 

 

2.町の補助

団体につい

て 

 

 

3.台風 24

号被害につ

いて 

っている。動かしがたい事実だ。このビラを見た

町民からは驚きの声すら聞こえてきた。本来取る

べき町長の態度ではないと考える。町長は町民と

の懇談会席上で、この件を問われ自分の姿勢につ

いて「町民のために何が一番いいのか、どうすれ

ばいいのか考えての結果だ」と弁明している。こ

れでは町民の疑問に応えたとは言えない。町民の

考えには町長の姿勢に反対、賛成の両面あること

を考えるべきであり、「町民党」としてふさわしい

態度とは考えられない。今回の知事選では、町民

の立場も辺野古での新基地建設反対の姿勢（民意）

は明確に示された。 

次の姿勢について伺いたい。 

(1) 知事選で取った町長の態度は正しかったと考

えるのか。 

(2) CV-22 オスプレイ配備反対、MV-22 オスプレイ

撤去、普天間基地の閉鎖、県内移設反対の「建

白書」の立場はどうなるのか。 

(3) 「町民党」の立場は今後どうなるのか。「町民

党」的立場とは何か。 

(4) 「町民大会」開催の要請を数回行ったが、こ

れまで開かなかった背景には、今回の町長の姿

勢、態度と関係していたのか。 

 

(1) 町としての基本方針は。 

(2) 南部国道事務所から事業の着手について打診

はあるか。 

 

(1) 町内の補助団体数と補助金総額は。 

(2) 補助団体から補助金増額や備品購入、施設修

繕等の要望や相談があった際、どのような対応

をしているか。 

 

(1) 町内の被災状況は。 

(2) 被災した施設や箇所の再建策は。 

(3) 被災した町民に対する対応は。 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

 

 



21 

受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 番 

新垣貴人 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 番 

石嶺邦雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.幼稚園の

預かり保育

について 

 

 

 

5.西浜区自

治会建替事

業について 

 

1.マイナン

バーカード

の推進を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.子ども・

女性議会の

開催を 

 

 

 

 

(1) 次年度から 3 歳児 4 歳児まで拡充することへ

の経緯は。 

(2) 園児の定数は。また教諭、保育士の確保はど

のように考えているか。 

(3) 待機児童の解消への影響は。 

 

(1) 実施設計の進捗状況は。 

 

 

 

マイナンバーの利用が始まってから 3 年以上が

経過した。マイナンバーやマイナンバーカードの

活用により、嘉手納町においてはどのようなメリ

ットがあるのか。マイナンバーカードの有用性を

しっかりと町民に伝え、所持していただき、利便

性をアピールすることが重要だと思う。今後積極

的にマイナンバーカードの推進を図るべきと考え

るが、そこで伺う。 

(1) 現在のマイナンバーカードの交付率は。 

(2) 町はこれまでにマイナンバーカードの交付を

促進するために、どのような取り組みを行って

きたか。 

(3) 国はマイナンバーカードの利便性を実感して

いただくための方策として、子育てワンストッ

プサービスや各種証明のコンビニ交付サービス

などを掲げているが、町としても将来に向けて

様々なことができるイメージを持って、どのよ

うな活用拡大を図っていくのか。 

 

現在、嘉手納町には女性の議員がいない。30 年

以上もいない状況であり、さらなる町民サービス

の充実のためには女性議員や若い議員の誕生が望

まれるが、そこで伺う。 

(1) 子ども議会の開催を検討したことはあるか。 

(2) 女性議会の開催を検討したことはあるか。 

(3) 行政の方で実施しない場合は、議会主導での

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 番 

石嶺邦雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 番 

徳里直樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.信号機の

時差式など

への改善を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.公的住宅

の管理、居

住支援は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施も考えなければならないと考えるが、その

場合は行政としても協力はできるか。 

 

現在、町内何か所かで双方の信号機が同時に赤

信号になるため右折が困難となっている場所があ

る。特に気になる 2か所について伺う。 

(1) 久得橋のところの信号機は、せっかく右折帯

が設置されたにも係わらず、同時に双方赤信号

になるため、告別式などで渋滞が発生している

が、時差式などへ改善できないか。 

(2) 東駐車場前の信号機も朝の町内企業に出勤す

る車でロータリーから沖縄市向けへの右折帯が

双方同時に赤信号になるため渋滞しており、こ

ちらも時差式などへ改善できないか。 

(3) その都度、信号機に関する質問が議会で取り

上げられるが、警察へはその都度要請している

のか。それとも取りまとめて年に１回の要請な

のか。また、その要請に対する回答はいつ頃あ

るのか。 

 

公的住宅（町営・町民・再開発住宅）等の管理

について関係法律の改正に伴い、住宅管理への対

応及び住宅確保要配慮者への居住支援について方

針を伺う。 

(1) 総務省の公的住宅の供給等に関する行政評

価・監視の結果に基づく勧告において「公営住

宅への入居希望者及び入居者に対する的確な対

応等についての勧告」が国土交通省から通知さ

れ対応について伺う。 

①保証人の確保が困難な入居希望者への対応

は。 

②家賃滞納者に対する対応・支援は。 

(2) 第 7 次地方分権一括法における公営住宅法の

改正事項への方針・対応は。 

①公営住宅入居者である認知症患者等の収入申

告義務の緩和への対応は。 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 

質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 番 

徳里直樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.公的住宅

の管理、居

住支援は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②公営住宅の明渡請求の対象となる高額所得者

の収入基準を条例で定めることが可能となる

が本町の対応は。 

(3) グループホーム事業（虐待を受けた児童等・

認知症高齢者・精神障がい者・知的障がい者・

身体障がい者・ホームレス）等、公的住宅の活

用は。 

(4) 2020年 4月 1日予定される民法改正法に伴い、

公的住宅制度に関係する住宅管理への対応・方

針は。 

(5) 住宅確保要配慮者への支援の現状は。 

①沖縄県居住支援協議会の概要は。 

②住宅セーフネット法に基づく支援内容は。 

③居住支援協議会への参画及び設置への方針

は。 

町長 

當山 宏 

 

 

 

 

 

 

 

  


